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第５章 まとめ

1 本研究によって示されたこと

本研究では、観光と図書館が持っている課題について「両者の融合が、双方の課題解決に役

立つのではないか」という仮説をもとに、図書館の特性が観光と関連性があることをまず示したうえ

で、図書館の資料・サービス・施設や、図書館の地域との関連やインターネットの発達との関連な

ど様々な点から、観光と図書館が融合しうる可能性を具体的に考察した。その結果、融合の可能

性があること、またそれにより双方および地域に様々なメリットがもたらされる可能性があることを示

した。さらに、これらの考察をふまえ、図書館を媒介役とする「観光者と地域とのコミュニケーション

モデル」を試案として示した。

これまでにも図書館によっては、観光者に対応したり、観光ポスターの展示を行ったり、観光情

報の問い合わせに応えるなどが行われていた。また最近では、観光に関する取り組みを積極的

に行う図書館もみられるようになってきた。しかし図書館界全体で総体的にみれば「観光」への配

慮はあまりなかったといってよい。

一方、観光においても「図書館」はこれまでほとんど考慮されることのない要素であった。ここで

示された可能性が実践で活かされるためには、図書館が観光を意識し、観光が図書館を意識し、

さらには地域が両者を融合させようと意識することが必要である。本研究がそのきっかけをもたら

すことを期待するものである。

麦屋（2009, p.235）は「観光まちづくりを１軒の家にたとえて考えてみる。玄関・廊下・台所・応

接間・寝室はどこになるだろうか。玄関は空港、駅、高速道路のインターチェンジや道の駅、駐車

場、廊下は玄関から観光資源や施設までの道路、散策路、遊歩道、台所は田畑や海、川、そして

レストランだろう。応接間を考えると、特定の文化財や名所旧跡、温泉など観光関連施設だけが

観光客を迎え入れる応接間ではない」と述べ、家を比喩とした観光まちづくりのイメージを示して

いる。この比喩を借りるならば、図書館はまさにまちの書斎であろう。しかし、「観光と図書館の融

合」という試みはそれだけにとどまらず、「寝室には愛読書があり、応接間には画集があり、リビン

グには趣味のハウツー本がある」というような「家のあちこちに本が置いてある状態」に喩えるほう

がより適当だと思われる。図書館の持つ情報や機能やノウハウが観光と融合するためには、図書

館が地域の書斎として存在するだけではなく、地域の様々な場所において、あるいは観光の様々

な場面において、図書館が活躍することが望ましいのである。
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2 融合によってもたらされる「新たな価値」について

第１章で、「“融合”とはお互いの要素を連携・活用・協働しあうことによって、新たな価値が創造

されること」と述べた。では、観光と図書館の融合がどのような「新たな価値」をもたらしうるかにつ

いて、改めて指摘してみよう。

まず、図書館にとっては、「新たな利用者の出現」という点があげられる。これまで多くの図書館

では観光者を利用者として特に意識してこなかったので、融合によって図書館に新たな利用者が

出現することになる。また、図書館を新たに「観光者と地域との交流の場」としてとらえることもあげ

られる。従来から図書館は交流の場であったが、地域外から来訪する観光者と地域住民との交流

の場としての意識が新たに生まれるのである。

次に、観光にとっては、「図書館も観光資源である」という認識をもたらす。博物館や動物園な

どはすでに観光資源として認知されているが、これまで図書館が観光資源であるというとらえ方は

ほとんどされてこなかったので、新たな観光資源が生まれることになる。また図書館を、地域情報

や観光情報を提供したり、観光と様々に連携しうる機関としてとらえる見方をもたらす。これはすな

わち図書館が新たな「観光のインフラストラクチャー」として出現することを意味する。

さらに地域へは、「図書館は、“まちづくり”という営為の記録を次世代に残す仕組み」という認

識をもたらす。持続的な営為としてまちづくりをとらえた時、記録の保存は重要な事項であるが、こ

こで図書館が社会的な記憶装置であり、地域文化の可視化装置であり、情報の濾過装置である

ことを意識すれば、「まちづくり」の記録を図書館が担うことについて地域として共通の理解ができ

る。そして、図書館が観光と融合することによって、たんに記録を保存するだけではなく、観光者

（地域外の人々）にも、まちづくりの有り様に関心を持ってもらったり、地域文化との関連を理解し

てもらうことができ、そこから様々な反応を得たり、交流につなげることができるのである。

また、図書館が観光を意識した活動を行うことによって、地域住民にも新たな周知効果をもたら

す可能性があるという点も強調したい。地域住民が地元の観光案内所に行く機会はあまりないだ

ろうが、図書館は日常的に利用される施設である。そうした場所で地域文化や地域の観光資源を

アピールしたり情報を提供することによって、地域住民も日常生活のなかで地元の文化や観光情

報を知る機会がもたらされる。このように「地域住民に対して、地域の観光情報を周知する」という

ユニークな役割を図書館に与えることができる。

石森（2008）は、地域住民が主役となり、地域住民が誇りを持つことのできる地域資源を持続可

能な形で訪問者（観光者）に提供することにより、地域住民と訪問者がともに感動や幸せを共有で
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きるような「新しい観光の創造」が、日本が観光立国を推進する際の最重要課題であると主張して

いる。これまでの考察をふまえると、観光と図書館の融合はこうした「新しい観光の創造」にも、貢

献しうる可能性を持っていると考えられるのである。

3 融合にあたって留意すべき点について

観光と図書館が融合する際に留意すべき点は、第３章でもそれぞれ指摘してきたが、最後に総

論として特に留意すべき点を述べる。

これまで述べてきた「観光と図書館の融合」というテーマは、視点を変えると、図書館にとっては

「地域住民以外へのサービスをどう考えるか」という問題に帰着する。図書館は条例や財源でみ

れば地域住民へのサービスが基本であるが、公共施設という点でみれば、地域住民であるとない

とに関わらず、誰でも平等に利用することができる。しかし、例えば「資料の貸出」についてみて

も、「地域住民以外の利用者登録を認めるか」、「地域住民以外へ資料の貸出を認めるか」などは

図書館によって対応が様々である。図書館が提供するサービスの中には、地域住民と地域外住

民に対して同じように対応できる部分と対応しにくいものが存在しているのである。

同様に「観光と図書館の融合」についても、「図書館が観光に寄与することによって、地域のた

めになる」という考え方もあれば「そこまで図書館がする必要はない」という考え方もあるだろう。さ

らに「現実問題として、予算や人員の問題から対応が難しい」という事情などもあって、取り組み方

は様々になると思われる。本研究は、「すべての図書館が観光との融合を意識せよ」とか「観光振

興には図書館が不可欠」などと主張するものではないが、図書館と観光と地域が共に活性化しう

る方策のひとつとして、「観光と図書館の融合」について具体的な実践が進むことを期待してい

る。その際にどのようなスタンスをとるかは、地域における図書館の位置づけや地域全体の特性な

どと合わせて、各自治体それぞれが検討しなければならないが、そこでは、地域住民も当事者意

識を持って意見を表明したり議論に参加することが必要である。これはまさに、これからの観光が

「地域主導型」になるべき方向性と同じである。

4 今後の課題について

「観光と図書館の融合」をテーマとする先行研究がないため、本研究では、今後の研究の出発

点となるべく、図書館の諸要素からみた融合の可能性をできるだけ網羅的に考察することを主眼

とした。従って今後の課題としては、融合の実践にあたって検討すべき点を、より詳しく考察するこ
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とが必要である。その際にはそれぞれの地域によって、観光や図書館などをめぐる状況が異なる

ため、一般化できる部分と個別に判断すべき部分があると思われる。また参考事例としてあげたも

のについても、より詳しい調査や分析も必要である。

さらに関連するテーマとして、①専門図書館や大学図書館など公共図書館以外の図書館と観

光との融合の可能性、②海外における観光と図書館の融合事例、③図書や読書体験と観光との

関係、などの研究も必要だと考えている。

また「観光者と地域とのコミュニケーションモデル」についても、社会学などの知見をふまえて理

論的な裏付けを精緻化し、現場へのフィールドワークも行うなどにより、さらに考察を行う必要があ

る。
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